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斉藤賢次様 からメッセージ
· 




　大飯町の解体から、これまで多くの支援者の皆様・台湾の皆様方・学生ボ ランティアに大変お世話になり本当に有難うございました。
　今回参加させて頃かなければ、決して出会えないであろう方々と出会いがあり、交流があ り、貴重な体験もさせて頂きました。
　おおい町の解体現場では・若い学生ボランティアと真夏の暑い中、同じ汗を流し、近年では貴重な古民家の素晴 らしさを再確認しました。
　台湾に行った際には、毎回とても歓迎して頂いて大変嬉しく思いましたし、滞在中も笑顔で接して頂いたので、不安に感じ ていた台湾での生活も楽しく過ごすことができました。言葉の壁がある中、ボランティア学生や、スタッフの方々の志の高さとひたむきな姿がとても印象的でし た。
　たくさんの台湾の方との出会い、短い期間ではありましたが、文化、気候等々に触れ、より台湾を身近に感じました。
　日本とは違う暑 さの中、工事が進むにつれて人との絆を深め、古民家は風格を取り戻して平和記念公園に美しく映り、この場に大変ふさわしく感じました。
　台日のコ ンセプトのもと、多くの過程を経て日本建築の文化を台湾の皆様に認めて頂き、建築文化をそのままこの場に残せましたことは素晴らしい事だと患います。
　 また、このことにより両国にとりまして大きな友好関係が強く結ばれたように思いますし、両国を結ぶ架け橋の場になる、この大きなプロジェクトに携われる事 ができて、とても光栄に思います。
　日本の伝統技術を現代に受け継いだ私として、この建物を昔なふらの工法で再現できた事で、台湾の方に木造建築 の技術の素晴らしさが少しでも伝われば大変嬉しいです。
　御蔵の集会所をはじめ台湾の記念館でも、受け継がれてきた日本の木造建築の技術・素晴ら しさ、災害の教訓、人との繋がりや「心」を次の世代へ受け継ぎ受け継がれる場所である事を願います。

細見学様からメッ セージ




　私は四十年以上大工をしている者です。
　友達である斉藤棟梁が福井県で 古民家解体をするのを手伝ったのがきっかけで台湾移築に参加しました。
　不安と期待を胸に台湾に渡りました。
　六月の暑い中、台湾の学生 ボランティアの皆と共に日本建築文化を言葉の壁を乗り越え身振り手振りでコミュニケーションをとりながら、学生さんにはノミ、ゲンノウを持ってもらい一所 に汗を流しました。
　こちらもとても良い経験をさせてもらいました。
　又、台湾の食文化や人情、歴史にふれてとても勉強になりました。
　 還暦を迎えてからこんなすばらしい経験をさせていただいた事をうれしく思います。
　この古民家移築に関わった方々に厚く御礼申し上げます。
　 又、再会の日を楽しみにしております。
　有難うございました。

　記念館が開館したら、是非もう一度、台湾に渡り見学し、皆様にお 会いする事を楽しみにしております。

木山典子様からメッセージ



私にとっての台湾での古民家移築！

一度目…あまりの暑さと湿 度に倒れそうだった。食べ物にも慣れず、正直きつかった。

二度目…初めての一人飛行機旅。不安とドキドキを抱えながら。左官職人の私に任 されたのは、竹木舞編みという土壁の下地づくり。まずは体が思い出すのに必死だった。この時、学生は20人程来ていた日もあった。言葉も通じず、教え方に も悩み、仕事の進め方も考えなければならない。私は、一気に押し寄せてくる中国語と竹に潰されそうだった。そんな中、優しく守ってくれた斉藤棟梁の帰国。 日本人は私一人になった。しかし、朝が来て仕事が始まれば学生たちは笑顔でやってくる。期待を胸に頑張っている姿を見ていると「負けていられない、この チャンスを自分のものにしてやる」と励まされた。言葉の壁は片言の英語や母国語、一番の味方はメモ帳だった。それでもダメなら自分でやってみせて教える。 だんだん竹を編むスピードも速くなり、出来栄えも良くなった。日本人一人だけの数日間、私はみんなの優しさや笑顔に支えられながら素敵な時間を過ごすこと ができました。

　そしてやっと、親方登場！やっぱり全然仕事のスピードが違う。一緒に土を塗りながら、私は御蔵で初めて左官に出会った時 のことを思い出していた。台湾に来て、国の違う者同士が一つの建物を作り上げる。親方と荘さんの後姿が職人の心意気を物語っていた。いつか私もそうなりた いと。ものをつくることに国境は関係なく、みんなの気持ちがひとつになってこそ、頑張った汗や想いがギュッと詰まった命ある建物になるんだなと感じた。 一ヶ月間の生活で、私は建物も人間関係もよく似ていることに気付いた。相手を理解し合い言葉が通じたときの喜び、これは初めて出会った私たちがひとつに なって建てた古民家と同じだということに。

　いつまでも温かい明かりが灯りますように…。

　みなさん、いっぱいの笑顔、 ファイト、感動、そして絆をありがとうございました。
　私を支えてくださった方々に本当に感謝します。

田中保三様からメッセージ（前編）
 



1995年1月17日午前5時46分、遠く近くに響く音と共に、一気にドーンときた上下動に真向法中の身体は30cmも浮き上り落とされた。瞬間真っ暗闇 に、「仏壇のローソクだ！」移動しようとした時、今度は強烈な横揺れが木造二階建ての梁と柱の軋むまことに不気味な音と伴って襲ってきた。「二階が落ちて くる。部屋の真ん中にいたら死ぬ、早く隅っこへ！」と思えど両手両膝で畳を押え踏ん張るのがやっとで、四点支持を一点でも失えばもんどりうって転げそう。 死の恐怖に戦きながら、一方で台所にいる家内に「早くガスを消せ！」「二階の子供たちを！」と叫んでいる。横揺れで地震だと直感出来たが、最初の上下動は 近くの山にジェット機が墜落したかと思った。生まれて初めて経験したこの強烈な自身の最中「これでは関東も、東海も全滅や！」「会社は？社員は？」死の恐 怖と共に頭の中を色んな思いが駆け巡った。2分にも3分にも感じたが、この間考え思い巡った数多くのことがわずか10数秒だったとは。人は窮地に陥ると際 限のない位思考力を発揮し得ると体験し紙一重で生き残った。その後、人生観、価値観を変わって当り前だ。
　1999年9月21日午前1時47分、 台湾中部をＭ7.6の地震が襲った。テレビはビルの倒壊や道路や校庭の隆起を映し出している。同じ死の恐怖を体験したのだ。何か共有できるものがある。第 5回慰霊祭を終えた翌日ピースボートの仲間と渡台。南投縣国姓郷福亀村で出会った邱明民氏との出会いが全てと言って良い。小学校や中学校を交流訪問する一 方埔里では倒壊家屋から家財道具の運び出しをする。言葉は通じないが仮設の学校で子供たちと遊び、その触れ合いの中にかつて日本にもあった純朴さに浸り、 一方作業を通じて汗を流し合い、直接手を触れた家具の数々、箪笥の中味等々の質感や量感に感じた生活のありようは国を超えても同質感で心底親しみを覚え た。台湾をぐっと身近な善隣友好の国としておつき合いし理解を深めたいと思った。
　田中保三様からメッセージ（中編）　

　2000年1月に帰国して当地区のご婦人方に台湾 被災地の報告会を開いて欲しいとの要望で1月の末にプレハブの仮設でその見聞を話した。即刻「我々も生きたい」と言われる。何分にも海外は初めての方も多 く、パスポートの取得から始まり総勢18名で3月2日から、3泊4日の被災地巡りを挙行。そしてこの行事は翌2001年2月19日～2月22日、2003 年2月28日～3月4日の第三回と続く。いずれも20～30人の編成である。第三回目は昨夏（2009年）台風9号による極地的集中豪雨で大きな被害を受 けた県西部の佐用町生活改善グループの人たちも加わって大世帯になった。福亀村では行くたびに村民の方々による手料理による歓待に舌鼓を打ち、村長さん宅 でカラオケに呼ばれる。中寮郷龍安村の仮設住宅では邱さんが「日本人が来ましたよー」と声をかければおじいさん、おばあさんが出て来て、不安げな日本のお ばさんたちに日本語で話し掛け家の中へ誘い込む。始めは顔が引きつっていたのに出てくる時はにこにこ顔で。慰めるつもりが逆に慰められていた。魚池郷東光 村では初回に小学生からご老人による民族衣装で歌と踊りの大歓迎を受け、日本の歌でお返した。三度目は佐用町から持参の餅を村長さん宅で鍋料理で大賑わ い。東勢では年輩者に日本の統治時代の話、兵役のこと、さらに廃線になった森林鉄道の駅舎跡を案内される。今にも木材を満載した運搬車が入ってきそうな雰 囲気だった。彰化縣楽社区では翁金殊知事と集会所で昼食を共にし、まちづくりを語る。埔南社区での兜虫や蝶を大量に孵化させる取り組みを見学する一方、霧 社から親愛部落、萬豊部落へ入り書籍を運び朝食をご馳走になり、教会で子供たちと讃美歌を歌いながら一緒に踊ったこと。そしていつも最後は淡水鎮の蔡さん が経営する幼稚園での宿泊で終える台湾の旅は深く人とかかわる内容のある旅で、邱さんのお蔭か何処へ行っても歓待を受け、人はみんなやさしいんだ、そして 同じなんだとつくづく思う。
田中保三様からメッセージ（後編）
　被災地交流訪台の間にも2001年7月30日桃芝台 風で台湾南部が被害を受ける。邱さんを通じて知り合っていた神戸の歌手李浩麗さんと相談9月12日舞子ビラでチャリティーコンサートをし、集まったお金を 奨学金として李さんに持って行ってもらった。邱さんも再三再四神戸を訪ね、もう身内の一人の様な間柄になっていた。また一方御蔵では2002年夏に集会所 として150㎞離れた日本海側の香住町安木村で明治10年代築の古民家解体作業を2週間大工棟梁指揮のもと学生ボランティアを中心に解体、03年夏より御 蔵の地で建築を始め、大工棟梁、左官親方を中心に地域の人たち、そして学生ボランティアが加わり03年暮れに完成する。移築中に「私の所も見て欲しい」と 数軒相談あり、その一軒が福井県大飯町岡田村のものでした。見に行くと空き家になって数年、一部で既に雨漏りしている。早く解体せねばと04年夏に4週間 の合宿解体を決める。図面作成上実寸調査に行き屋根裏の棟札を見ると対照4年日元日木挽頭梁仲瀬○○大工棟梁水上覚治　赤松幹一とあり、大作家水上勉先生 のお父さんと確信した。解体についてはやはり前回と同じ様に大工を雇い後は学生ボランティアでと思って大学、高専、専門学校へ募集をかける一方で邱さんに 台湾で日本の木造建築に興味のある学生、院生を四週間合宿解体に参加しないか、滞在費は面倒を見ようと呼びかけた。すると建築専門学生が４人(うち一人は 女性)と映像監督の荘さんが加わり計５人、日本の学生が常時25～30人が解体に参加、食事当番を交代に無事４週間で終えた。行き先が決まっていなかった が終盤近くに日本側の誰言うともなく「台湾の人たちに大いにお世話になった、今度建てるのは台湾で、そして俺たちがお手伝いに行こうではないか。」何時の 間にかお互いに汗をかき合い一つの目的に向かって邁進する中に友情が深い絆となって結ばれていたのだ。こうなると黙っていられない。諒として邱さんに台湾 で候補地を探してくださいと依頼する。前回の集会所の解体と建設を、今回の解体と、一滴文庫もしっかり見て帰った彼は日台の若者の心意気を十二分に汲み取 り土地探しに励んでもらう。古材は一度丹波の氷上木材センターの倉庫に借り置きするも一年三カ月で追い出され、事情を説明して台湾に渡って3年の‘08年 夏にボランティアで旧知の間柄の淡水鎮々長蔡菜偉さんと古材の引渡式を行う。舞台の真ん中で運んできた古材を日本の若者たちが担ぎ上げ台湾の若者たちへと バトンタッチの式典でした。

　それから1年近く、‘09年6月初旬から8月下旬にかけ約３ヶ月、まち・こみ代表宮定君は大工棟梁含め多い 時で大工５人、左官の親方と弟子の２人を率いて合宿、日本からの入れ替わり立て替りの学生の面倒を見ながら陣頭指揮を執りました。漆喰壁の三面と内装を全 て台湾側に任せましたが、１０年２月に行ったら見事に出来上がっていました。

　土地探しに５年近くを要しましたがこの５年はほんとに貴重 な意味深い５年でした。それは宮定君を始めまち・コミの若者が大きく飛躍する基礎固めだったのかも知れません。この間０５の暮れにNHKラジオ深夜便“こ ころの時代”から流れてくる台湾少年工の話、慌てて２日分をテープに録り何度も繰り返し聴いた。8400人の台湾からやってきた12歳～20歳（大半が 12、3歳）の少年工が高座海軍工廠で敵の大型爆撃機の迎撃する「雷電」と言う戦闘機を製造するために戦争末期の1943年から1945年末まで日本人と していたことを初めて知った。翌１月３日善徳寺を訪ね1963年に高座工廠の技師だった故早川金次さんが自費で建立された「戦没台湾少年之慰霊碑」に詣で た。その後ラジオから教わった声の主石川公弘さんにもお会いし当時の貴重なお話もお伺いする機会も得た。

　さらに解体後一滴文庫水上勉先 生の長女蕗子さんに会い、是非とも台湾移築の暁には水上文庫を備えたいのでご助力をと要請した。水上先生が亡くなられた年でもあったので後日にと返事があ り、翌年神戸元町凬月堂サロンに窪島誠一郎さんが来られた時にいきさつを話し協力をお願いしました。やがて蕗子さんから文庫が届き手荷物で台湾に持参、台 北でお披露目をした時十数人の水上ファンの人が集まりました。土地の決定が膠着状態の時には台北は総督府前広場でボランティア100人委員会の仲間に入れ てもらい無謀にも「徴求土地500坪」の看板を掲げ数人の応募者もありました。また神戸は作家陳舜臣さんが居られます。住吉の住まい訪ねたのは08年、経 過を話し、水上文庫同様に陳文庫も頂けないでしょうかと願えば、快諾をいただいた。五年間の空白は決して空白ではなかったのです。その上淡水の風光明媚こ の上ない所に移築出来ました。

　日台の若者が出会い汗を流し合って達成感を得た。従事した全ての若者が出会いの次にくる大事なものを生み 出してくれるでしょう。目から鱗とも言います。自分を振り返る機会にもなりました。日台が固く結ばれただけでも意味があります。邱明民さん、蔡葉偉さん、 荘岳さん、呉昆茂さん、台湾の諸先輩方、ボランティアの皆々さんほんとにありがとう。

　（最後に）

　震災がご縁で古武士 然とした邱明民氏と出会い、発展した古民家移築プロジェクト。

　いいことと気づいた人が行動を起こさなければ何事も出来ない。台湾の諸先 輩方に違和感はないと積極的に賛同してもらって「よしやるぞ！」と決意を固めた。自分にやれることはやる。仲間がいるから出来る。日台の学生応援団もい た。人として時には組織や団体を組み、一つ事に係わりを持ち仲間同志力を合わせてやり遂げる。ご近所の方々の差し入れも嬉しかった。日本と台湾は共にモノ づくり大国です。その原点である古民家づくりに工人たちと一緒に仕事をした日台の学生たちが古材や壁土を凝視し、手触りで質・量感を覚え、匂いを嗅ぎ、槌 音を聴くことは新鮮な教育だった。こうして一つの流れが出来上がり、ここに文化が生まれていた。そこにまた水上勉文庫が、陳舜臣文庫が備わる。国を越えて の達成感を共有できるって、素晴らしい仲間がいるってほんとに心豊かで幸せですね。 
大矢根淳様よりメッセージ
 



　私が担当する社 会調査実習(専修大学社会学専攻の社会調査士資格課程必修授業)ではこの数年、「阪神･路大震災の生活再建･復興の今」と題して、御蔵地区にお邪魔して、 まちコミに全面的にお世話になりながら、インテンシブなヒヤリング調査の実習(合宿授業)をさせてもらっている。7月下旬の現地調査合宿に続いて今年度は なんと、その翌々日より淡水の古民家移築の現場に参加する機会をいただくこととなった。土壁塗りの最後の(最もおいしい)工程に参加させてもらった。参加 学生の感動･感謝の気持ちについては、学生自身執筆の稿を参照いただきたい。
　ここでは、社会科学的災害研究の領域から一つ二つ記しておきたいと 思う。
　まず、被災生活の再建、コミュニティの復興は、復興都市計画事業の進捗状況で一義的にはかられるべきではないことは、（先ごろ発足した） 日本災害復興学会･「復興とは何かを考える委員会」でも基本的合意を見ているところである。街の基盤再整備という無味乾燥な「器」に、生活･社会の実在が どのように組み上げられていくのか、その主体とプロセス(過程or課程)が最も尊重されなくてはならない。
　また、生活を組み上げていく諸々の社 会的経験･実践は、古今内外に有形無形に実に豊かに存在しているのであるから、give & givenの関係において互いにそれらを効果的に取捨選択して導入することが肝要となる。社会関係資本(Social Capital)構築の議論と通底する。御蔵での復興まちづくりの実践が、台湾･淡水での「記念性建築」へと展開を見せたわけであるが、この構制は、震災 経験地域同士という前提をこえて遍く展開可能であり、したがってカウンターパートにとっては、被災以前に豊かなまちづくりの実践を体得でき、すなわち市民 主体の事前復興が可能となるのであり、resilience(復元=回復力)を基底にすえた社会構築につながることとなる。古民家移築の実践は奥深い。

最 後の一語と(60字)
　梁にまたがり木槌を振るう宮定さんの勇姿に萌えた方々も多いのでは?　泥だらけのTシャツ姿・無精髭は、皆の信頼を集めま した。

中野くみ恵様よりメッセージ


2009年の8月より、私は立命館大学から若手研究者として台湾中部の雲林県の雲林科技大学に5カ月間派遣される機会に恵まれました。その際、左官の段階 で作業に参加させていただきました。
作業の過程では、職人の方々の経験に裏打ちされた妙技や、風土に合わせた材料選びの知恵―例えば壁土の材料に日本の藁ではなく、現地で調達しやすいヤシの 繊維を使うこと―などを拝見出来て、本当に何物にも代えがたい経験となりました。
ところで、その後、思わぬところで古民家の噂を耳にしました。それは雲林県文化局と雲林科技大学が主催する「文化遺産守護工作坊（文化遺産見守りワーク ショップ）」の会場でのことです。このワークショップは、地域の中にある文化遺産を地域の人の手によって探し出し、それらを保存して行こうという趣旨もの でした。
地域の人々の手によって保存されようとしているものの中には、日本時代の役場の建物、民家などがありました。ワークショップの際、参加者の方々から、「守 りたいけれど、当時の技術がもう残っていない」「技術を継承する職人さんがいない」などの意見が出て来ました。その時、雲林県文化局の職員の方から「淡水 鎮に役に立つ情報が集まっているらしい。日本の古民家が移築されていて、その過程で日本の職人の技術が台湾に伝えられている。しかもそれは丁寧に記録が取 られている。」という声が上がりました。それは他でもない、淡水の古民家移築のことでした。参加者達は、この意見を耳にし、非常に興奮した面持ちになって いました。
このように、古民家の移築は、その現場となっている淡水鎮のみならず、台湾のさまざまな所で古いものを大事にして行こうという人々にとって希望を与える活 動となっています。 

<<最後の一言>>
一滴水記念館には、文化遺産を守ろうしている人々により多くの 選択肢や知恵をもたらすという意味でも、大きな意義があります。 

宮定章様からメッセージ

　私 は、2000年から、神戸市長田区御蔵通に事務所を置くまちづくり支援グループに所属しています。そこで、被災者が、「台湾の被災地に行き少しでも役に立 ち、交流したい」と台湾行ってこられた方のお話を聴きました。学生であり実際交流に参加していなかった私には、「何が楽しいのだろう」と、実感が沸いてき ませんでした。
そして、私自身もグループとして2000年10月18日に台湾に行く機会に恵まれました。始めは、運営委員会の野崎隆一先生や、 パートナーの邱明民さんが発表される台湾YMCA主催の震災復興シンポジウム行きました。その会議の途中、同行者の誰も、台湾語がわからないのに抜け出し て、現場を見に行こうということになりました。そんな私たちを温かく迎えてくださった東勢鎮の皆様ありがとうございます。若いお姉さんが日本語の通訳をし てくださいます。台湾へ留学され復興支援をされていた服部くみ恵さんとの出会いです。そしてシンポジウムのホテルには戻らず、初対面の東勢鎮の若者が、自 宅へ招いてくださり、朝まで復興まちづくり等を語り合いました。
　今思うと、自分の体験からは、信じられないような対応で、台湾、被災地が迎え入 れてくださりました。そんな復興まちづくりの交流が、日本そして台湾から、幾度となく続きます。（台日交流古民家移築事業記録参照。）
そして、 2009年夏、日本と台湾の合同チームで台湾で古民家建築を行えました。私は、今までの交流に関わってくれた方に協力してもらい、多くの方に呼びかけまし た。そして、事務局として、台湾に３ヶ月滞在することができました。今から考えると温かく迎えてくださり対応してくださった台湾・日本の方々の連続の心 を、継続的に見て、そして、現場で伝えていきたい気持ちで、滞在していたような気がします。
　共にいろいろ事業や交流をする中で、震災からの復興 の話だけでなく、歴史や文化にも触れる機会が多くありました。10年間台湾の方々と交流している最中も、自分の体験から得られる自分自身の感じ方に大きく 変化がありました。
　この事実に関われたこと感謝します。

齋藤久美子様からメッセージ
 



　今回、古民家移築のボランティアに参加する事が出来た事を心から誇らしく、そし て良い経験をしたと思っています。家を作るという事はもちろん、海外に行くのも初めてで戸惑いもありましたが、台湾の学生の皆さんや現地の人、勿論日本か ら行った人達も優しくしてくれて、とても楽しい思い出になりました。
　私は大学で阪神・淡路大震災について勉強し、古民家移築に興味を持ったた め、このボランティアに参加しました。私はほんの数泊しか滞在する事が出来なかったので、完成した一滴水紀念館は後からまち・コミュニケーションのブログ で見ました。日本で解体し運んだものが、こうして台湾でまた新しい形になるというのはとても感動したし、それに関わる事が出来た事は本当にうれしい事で す。得るものが多く、ボランティアをしに行ったというよりは、色々と教えてもらいに行ったようなものです。
一滴水紀念館が完成し、今回の活動を書 籍として残していただけるという事で感想を書きました。これを見た後世の人々に気持ちが伝わるといいなと思います。

最後に一言
　 台湾のみなさん、日本のみなさん、本当にお世話になりました。ボランティアを通じて皆さんと交流が出来て楽しかったです。再見！

信田愛美様からメッセージ
 



　古民家移築事業に参加しての感想は、本当によい経験ができた、ということに 尽きます。私にとって初めての海外、今まで関わったもの以上に規模の大きなボランティア、初めての竹木舞編み。本当に沢山のことが初めてで、驚きや発見と 共に素敵な経験をさせていただきました。
　まずは竹木舞を編む作業です。軍手とヘルメットを着けて、初日はわくわくしながら作業に取りかかりまし た。しかし、竹木舞を編むための竹の長さをそろえて切るのが大変だったり、いざ編み始めてみると木舞の編み方が覚えられなかったりとなかなか苦労しまし た。それでも台湾の学生たちに教えてもらったりしながら作業を進めてゆくと、ボランティアの最終日にはなんとか竹木舞を編めるようになっていて、感動しま した。この時に編んだ竹木舞の写真は、今でも大切にとってあります。
　次に、台湾の文化に触れたことです。電車が切符でなかったり、毎日お祭りの ように出店が出ていたり、とても長いアイスクリームが売られていたり。五時までのボランティアが終わった後に、台湾の学生さんたちのご好意で街まで連れて 行ってもらったおかげで台湾の雰囲気を肌で感じることができました。今まで一歩も日本から出たことのなかった私にとって、このことは大きな刺激になりまし た。
　この台湾古民家移築事業は何年も前から計画され、実現のために沢山の人が様々な思いを持って関わってきた素敵な事業だと思います。そんな事 業に私も関われてとても嬉しかったですし、上記のように本当によい経験もさせていただきました。参加の際にお世話になった方々に、この場を借りて感謝申し 上げます。ありがとうございました。次に台湾に行く機会があったら、ぜひ完成した古民家を見に行きたいと思います。

最後の一言

　 台湾古民家移築ボランティア、とても楽しかったです。素敵な経験を、どうもありがとうございました！！

貫名智君からのメッセージ
 



　今回の研 修でいろんな感動、経験、発見をすることができました。

　一緒に汗水流したことで職人さんの世界を少し見してもらうことができました。

　 一緒に汗水を流したことで言葉が通じない日本の親方と台湾の職人さんの間に徐々に確かな何かが生まれていったのを感じました。二人が並んで漆喰を塗ったあ の日、すごく胸が熱くなりました。こんな感動が随所にありました。それらを身近に感じることが出来て私はとても幸せです。きっと、この古民家はこんな感動 と共に出来上がってきたのだろう。

　一緒に生活したことで台湾の大学生も日本の大学生もよく似ていることが分かりました。みんな不安を抱 えながらも未来のために頑張っていることや、課題に追われていること、お金がないことや何かと理由をつけて遊んでしまうところ(笑)も似ていました。どう も万国共通らしいです。

　今回の台湾古民家移築に参加して学んだ最も大事なことは、田中社長もおっしゃられていた「行動することの大切 さ」です。小さな一歩を踏み出したことによって、台湾に行くことができました。台湾ではたくさんの方に出会い、たくさんのことを経験することができまし た。また、自分自身にささやかな自信を持つことも出来ました。いくら説明されても、実際に体験しないことには感じられないようなことばかりだったと思いま す。行動していなければ、こんな経験をすることは出来ませんでした。

　そんなきっかけを与えてくれた藤川さん、優しく背中を押してくれた 田中社長、いろいろ面倒を見てくれた宮定さん、職人の世界を見せてくれた渋谷親方、木山さん、温かく迎えてくれた淡水の皆さん、本当にありがとうございま した！！

宮下真優奈様からメッセージ
 



　日本から台湾への古民家移築プロジェクト、私が参加したのは2009年の8月末 のことでした。正直、このプロジェクトのことはおろか、台湾のこともあまり知らなかった私が、何故このプロジェクトに参加したのか。ある日、ゼミの先生で ある大矢根先生から、2008年にもお世話になっている、まち・コミュニケーションの宮定さんから、台湾への古民家移築に参加しないかと誘われているとい う話を聞いたことが発端です。そこからちらほら参加したいという人が出てきて、私も参加する意志が固まってきました。そこからは日程の調整、中国語の勉強 など、準備は万端！だったんですけれど…。
　実際に台湾に行ったら、すべてが初めてで毎日がいっぱいいっぱいでした。せっかく事前に教わった中国 語はほとんど使わなかったし、むしろ日本語ばかりしゃべっていたのが実情で、たまに英語を使う程度でした。それでも台湾の学生たちとは楽しくコミュニケー ションできていたと思います。本当に皆がいい人だったことが救いです。
　土壁塗りなんてもちろん初めてで、最初は土をボタボタ落としていました。 でもじょじょにコツを掴んでいくのが自分でもわかり、このような経験ができたことを本当に嬉しく思います。だって、日本では(ただの大学生である私には) 絶対に経験できないことなので。
　帰国してから思ったこと、それは毎日が充実していたということです。段々と完成に近づいていく古民家が、数年前 には日本にあったなんて信じられませんでした。私が台湾に行ったのが、完成間近だったので、余計そう思わずにはいられなかったです。ひとつのものを多くの 人が一緒になって作り上げていったことは、大変難しいことであったと同時に、すばらしいことと思います。本当に、参加できてよかったです。

＜最 後の一言＞
　このプロジェクトで出会ことのできたすべての人、物、事に感謝いたします。ありがとうございました。辛苦了！

尾田佳南子様からメッセージ
　 私が台湾の古民家移築事業に参加しようと思ったのは、御蔵の古民家がどのようにして出来たのかを体で感じたかったからです。初めて古民家を見て「移築」し たのということを聞いたとき「そんなことどうやってやったんだろう」と思い印象に残りました。今回この事業がどれだけ時間、人、お金、体力を使って苦労し ているか本当に感じることが出来ました。
　とはいえ、私たちは2日間しか作業しておらずほとんど台湾の学生と交流してばかりでした。台湾の学生 も、とても熱心に作業していて私たちが休んでいるときもやっているのを見て本当に感心しました。そんな中でも、私たちのなかなか伝わない話を懸命に聞いて くれたり、遊びに誘ってくれたりと涙が出るほどやさしくしてもらいました。
　今回私は集まった人達の参加目的を聞いた中で古民家移築は建築面では もちろんのこと、日台交流、歴史や文化など多角的な意義があることを改めて感じました。出なければあんなに多くの人は集めることが出来なかったと思いま す。
　あと学生との交流では伝えようとする熱意や努力が大事だと思いました。伝わった後の喜ぶ、そして何回も説明したことでさらに仲が深まってい くことがわかり本当うれしかったです。台湾の学生も何回説明しても熱心に聞いて分かってくれようとする姿に何度も「ありがとう」と感謝しました。「伝えよ うとする熱意」は事業が成功する上で一番キーになるものだと思います。これがなければこんな大きな事業は出来なかったと思います。
　最後になりま すが、台湾でのスケジュールを管理して下さった宮定さん、服部さん、いつも私たちのそばにいてくれた小林やKEVIN、そしてキュウさん、本当にありがと うございました。とても楽しい思い出ができました。

最後の一言
「伝えようとする熱意」が大事。皆謝謝。

天野舞様からメッセージ
 


　一滴水紀念館の完成、おめでとうございます。今回、古民家移築作業に関われたこ とをとても誇りに思います。滞在していた期間も一週間程で、作業も少ししかお手伝いできませんでしたが、「一滴水」になれていたら、と思うと嬉しいです。
　 日本を出発する前は少し不安もありました。しかし、現地に到着し作業している人々の真剣な表情を見て、「私もこの中の一人になれるんだ」とわくわくした気 持ちが沸いてきたことを今でも忘れません。
　壁土を作ったり、とても重かったけれどできた壁土を運んだり、壁土塗りもしました。初めてやる作業は 難しかったですが、みんなで工夫しあって作業できたことはいい思い出になりました。また、技術ももちろん大事ですが、気持ちを込めて作業することの大切さ を学びました。
　今回、古民家移築作業に参加しなかったら出会うことがなかったであろう、現地の方々にはとても感謝しています。言葉は通 じなくても、いつも笑顔で接してくれたので慣れない土地であっても安心して過ごすことができました。
　特に現地の学生は、私たちを楽しませてくれ ようと、夜市や夜景が綺麗な場所へ連れて行ってくれました。台湾のことを教えてもらったり、夜遅くまで日本の漫画の話や好きな歌手の話をしたりと、とても 楽しかったです。
　古民家を日本から台湾に移築する大変さというのは、私の想像を超えたものであると思います。移築過程のお話を聞く機会 などありましたが、相当な強い思いがないと、ここまでには至らなかったのではないでしょうか。出来上がった古民家の様子を、まち・コミュニケーションのブ ログに掲載されている写真で拝見致しましたが、本当に大きな事業だったことを感じます。と同時に、完成した一滴水紀念館を見に、また台湾に訪れたいと思い ました。
　このような事業に関われたことに、深く感謝致します。ありがとうございました。

【最後に一言】
　国境を越え、 たくさんの人の手によって完成した「一滴水紀念館」が、これからも、もっともっとたくさんの人に愛されますように…。ｖ
川島健太郎様からメッセージ
 



　私が古民家移築作業のプロジェクトに参加したのは二〇〇九年の八月の下 旬頃だった。最初にまち・コミュニケーションの代表である宮定さんからこのお誘いを受けたときは「海外にも行けるし、色々な体験ができる」という軽い気持 ちを持って参加した。
　八月になり学生五人で台湾に渡り、古民家がある淡水に向かった。向かった先には、日本で何回か見たことのある古民家がそこ にはあった。また、建設途中かと思っていたので外壁がほぼ完成していたので驚いた。それと同時に少しだけだがこのプロジェクトの大きさや大変さが湧いてき た。
　いざ作業がはじまるとその大変さが身に染みて分かった。土壁塗りの作業などは日本の左官の親方などに直に教えていただいたが、実に難しく土 が壁からボトボトと落ちてしまった。しかし、徐々に慣れはじめて最終的には一人で作業し、自分が土壁塗りをした壁を残していただき、嬉しかった。
　 また外壁の汚れ取りは、炎天下三十度以上の中での作業だったのでつらかった。しかし台湾の学生と会話やコミュニケーションを取りながらの作業だったので良 い印象として現在でも心に残っている。
　帰国してから感じたのは、このプロジェクトに参加して本当に良かったというシンプル　なものだった。行く 前は軽い気持ちだったが、日が進むにつれプロジェクトの大きさや重みを作業を通じて感じ、楽しみながらも真剣になっていった。また、作業を通じて台湾の学 生と仲良くなり友達というプライスレスを得たので、とても貴重な体験だった。

吉村仁様からメッセージ
 



　私は台湾に行く前に日本でボランティアなどを行ったことはなく、どのような活動 を行ったりするのか、また、どのような態度で臨めばいいかなども全く分からず、とても不安でした。しかし、台湾の職人さんや学生たちの気さくな雰囲気に よってすぐにそのような不安はなくなりました。作業の休憩時間などで特に台湾の学生たちとは片言の英語ではあったものの、いろんな話をすることができ、海 外での活動としていい経験になりました。
　現地での古民家の移築作業ではいろいろな体験をさせてもらうことができました。私たちが活動に参加した 時には古民家の外観はほとんど完成していて、あとは内装だけという状態でした。そこで私たちが行ったのは内壁の土壁を作ることでした。竹で編んだ土台の上 に、均等な厚さになるように土を塗って行く作業で、その土も現地の土を使用し、足でこねて作ったものを使用しました。日本から来てくださった職人さんにア ドバイスをもらいながら行った土壁塗りは台湾の人々との交流と同時に私たち日本人が自国の文化に触れることができるとてもよい機会ともなりました。
　 台湾では移築作業のほかに、古民家の移築に携わった人々への聞き取り調査なども行い、実際の移築作業のほかにも、なぜ淡水に移築されることになったのか、 その経緯を知ることができました。
　古民家の移築という日台の文化交流ともいえるこの活動は、私に文化の違いというものを教えてくれましたが、そ れと同時に、海外の人々も同じ人間で、特に同世代の人々は私たちと同じようなことを思い、考えていることも教えてくれました。このことは私の世界観を大き く広げることとなったように思います。
　
　完成したこの「一滴水記念館」を訪れることを楽しみにしつつ、このような活動に参加させていた だいたことを大変うれしく思います。

古民家移築応援団の田中貢さんからメッセージ

「台湾への古民家移築プロジェクト」に参加して
　“養蚕農家”として使われてき た雪国の古民家が、台湾淡水の地で蘇った。以前の持ち主が提供し、その建物を100年前に作られた遺族が応援し、神戸と台湾から若者主体で現地解体し港へ 運んだ人。台湾についてからはその材を保管し再建に日台が加わり、さらにそれらのバックボーンの関係者が協力してできあがった。人間は、震災などで同じ境 遇になった場合は助け合う知恵を持っているが、市場の原理の競争で勝ち組・負け組が生まれる状況下では共助協働の知恵をなかなか生みだせない。
　 そして、今の時代の我々は、ややもすると合理的だとか、効率的だとかの価値感に捉われ過ぎているのかも知れない。世の中全てがスピードを要求されるが、何 も急ぐことばかりが大事なことでもない。オノレ個人も歴史の中で“次の時代”への繋ぎ役でしかない。
　ECOとリサイクルの時代を迎え、捨てるし かなかった“住まいの器の財”とそれに浸み込んでいた“先人の知恵”をもう一度蘇らせる機会を与えられた。日台の震災復興つながりが、より大きな“交流の 芽”となって再現されたと考える。
　日台とも多くの学生やボランティアが参加し、互いに掻いた汗が心地よい感動を与え、解体し再建する過程が関 わった全ての者に感動という協働思想構築を植えつけた。参加した日台関係者間で言葉が通じない、あるいは英語混じりというハンデーもあったが、それは実は ハンデーではなく、汗を掻くという行為によりそんな悩みも吹っ飛んで行ったものである。私自身、このような機会にめぐり合えたことに感謝したい。
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中貢

渡邉俊一郎様からメッセージ
 



　自分の心得
　台湾に古民家を移築するというお話を頂いて、建築物 調査に参加したのが2004年。大学2年生の時です。それから４年間、学生生活の傍ら度々足を運ばせていただきました。残念ながら建設工事に携わることは 叶いませんでしたが、美しい淡水の地に佇む日本古民家の姿が目に浮かびます。
　私は日本の木造建築に興味があり、今回のプロジェクトに参加しまし た。木材に触れながら、自分の体を動かし実感することは教室では叶いません。そして建物を解体するプロセスの中で、木造建築を支える工夫を見ることもでき ました。
　この間、私が学んだことは数え切れませんが、とりわけ思い起こすことは、関わったボランティアの皆さんのことです。
　民家解体 の折に、福井県大飯町にある公民館で台湾から来た４名の学生と寝食をともにしました。共通言語はこちらの不慣れな英語。スケッチやジェスチャーを使いなが らも、コミュニケーションをとるには苦労したことを思い出します。それでも、互いに目的とする古民家解体作業においては、相手のやろうとしていることが分 かる場面をしばしば経験しました。
　このことは、同じ日本人のボランティアとの間でも感じたことです。初対面の方とも、各場面において自分のでき ることを考え、時には仲間の手を借りました。日本の民家を台湾に移築するというビジョンを共有することができたからだと思います。
　私が携わった ｢一滴水記念館｣がこれからも多くの方に大切にされることを願い、いつか私も足枷5年の歳月を費やして実現した移築古民家を訪れたいと思います。
　 竣工おめでとうございます。

最後の一言
　民家移築に関われた4年間、日本と台湾で多くの方にお会いできました。皆さんありがとう ございました。そして再会を願っています。

西村光弘様からメッセージ
 



　この度の古民家台湾移築プロジェクトの完遂まことにおめでとうございます。ご関係の 皆様のこれまでの御苦労には、本当に頭が下がります。心からお喜び申し上げます。
　思い返せば、このプロジェクトは、もとより確かなご縁で結びつ いていました。まち・コミ顧問の田中さんは、神戸震災の直後にボランティアで来られていた、福岡県宗像の狩野和尚さんとのご縁が始まったそうです。水上勉 先生と狩野和尚さんは、水上先生が故郷の大飯町岡田に設立された、若州一滴文庫の庭に育つ田主丸という柿木のご縁があり、冬福岡から文庫の梅の手入れなど に来られていました。
　まち・コミの古民家再生プロジェクトの第２弾として、この大飯町岡田村の古民家を選ばれて、視察に来られた田中さんが文庫 に立ち寄られた時に、すべてのご縁が確認できました。古民家を建築した棟梁は、水上先生の実父である覚治氏でした。約束されていたプロジェクトだったので す。
　小生はその時、縁あって若州一滴文庫の事務局を任されていたので、古民家の解体を目の当たりにすることができました。学生の皆さんが主体と なって、ひと夏の労働奉仕作業は、楽しそうでもありましたが、総じて苦労の絶えない気の抜けないご経験だったと存じます。やがて、その移築先が台湾に決ま り、現地へも連れて行って頂きましたが、大変素晴らしいロケーションと邱さんを中心に台湾の皆さんの熱い思いに大感激しました。
　経済的な問題や 手続き上の課題も大きく、実現が危ぶまれたこともあったかと存じますが水上先生のご長女・蕗子さんやご長男・窪島誠一郎さんなどのご声援も得て、この素晴 らしいプロジェクトがいよいよ完成しました。
　個人的な事情もあって、今は一滴文庫から離れた生活をしている小生ではありますが、まち・コミの皆 さんに頂いたご縁というものは、大変ありがたく、心躍る意味深いものと大切に考えております。

　こうしたご縁が、台湾の一滴文庫ともいう べきこの建物からさらに広がって行くことを願う者です。３月８日先生の誕生日に記す。

李浩麗様からメッセージ

「同甘共 苦」、汗と涙の結晶台日交流古民家移築事業に寄せて

　2004年、福井で解体された古民家が本当に台湾で甦り、その雄姿を目にしたのは昨 年2009年12月25日クリスマスの日でした。
　解体された年の夏、私は福井の「一滴文庫」くるま椅子劇場で福井の古民家解体作業に携わった日 本と台湾の学生ボランディアや専門職人の皆さまの労をねぎらう為に歌ったコンサート、その後の長田名物「そばめし」交流会の場面は今でも鮮明に覚えてま す。国や性別、年齢そして言葉数々の壁を乗り越え、同じ目標に向かって数ヶ月間共に歩んだ仲間の絆を、その時ひしひしと感じとれた瞬間でした。
　 昨年のクリスマスの交流会で、あの夏福井で見たバラバラにされていた木材の一本一本がこの度再び多くの日台の学生ボランティア、職人によってそれぞれの役 目を果たし、再び台湾淡水の高台に姿を現したこの古民家の中で歌えた事を本当に嬉しく思いました。
　解体から再び姿を現すまでのこの5年の間、ど れだけ多くの人間がこの古民家移築の為に動き、そしてどれだけ多くの壁や苦難を乗り越えてきたのか・・本当に語りつくせない程ありました。このプロジェク トは難産の末、やっと産声を上げる事が出来た事を完成した今、そしてこれからも忘れることなく、関わった全ての方たちの沢山の思い出がぎっしり詰まってい る古民家を今後台湾で大切に守ってもらえたら嬉しいです。
　日台間の歴史の中には悲しい時代の過去もありました。この古民家が完成できたのも平和 の象徴です。この古民家が訪れる一人ひとりの心に安らぎと温かさを感じてもらえるような建物であって欲しいです。そこから見る淡水の水は日本へと続いてい る水です。
　そんな日台の絆を表してる古民家で、今後は是非日本や台湾の伝統文化の交流の場としても生かして欲しいです。

　この プロジェクトに関わった全ての人たちが流した汗と涙を無駄にする事無く・・・永久に。

田中義之様からメッセージ
　 一滴水記念館の完成に当り、多大なる時間と働力をかけて建設にこぎつけた、日台の関係者の皆様の努力と、この活動に参加くださった日台のボランティアの皆 様に、心からお祝い申し上げます。
　私は活動の途中で、挫折した者なのでこのような投稿は控えるべきであろうとの思いはありますが少し台湾へ足を 伸ばした経緯と、この建物の構造計算を手伝ったこともあり、若干振り返ってみたい。
　２００５年の8月に、まだ建設場所も決まっていなかったこと もあり、建設場所の調査と、移築に当っての技術的な問題を調査するために田中社長と宮定さん本城さんと4人で台湾に出かけました。
　解体され現地 に運ばれた建材では資材が不足するので、
①台湾での資材や木材の供給はどうなのか。
②日本建築を移築するにあたり台湾サイドの職人の技量 はどうか。
③現地での建築に対する法的な問題　などでした。

　資材の供給に関して、台湾では木材の伐採は保護のため禁じられてお り、外材に頼っているようで日本の様に豊富な樹種の調達は難しいように感じられた。ただ瓦などは日本とは少し規格が違う様であったが、当地で焼いていると のことでした。
　再生へ向けての台湾側の職人の技量を見極めるため、日本統治時代の民家の再生例があるとのことで邱さんが彰化縣まで案内くださ り、確認をしました。
　台湾では木造建築は数が少なく、心配していたが、うまく再生されていました。ただ残念なのは屋根下地に使うフエルトが日本 ではいとも簡単に手にいるのに当地では調達が難しいのかアスファルトを使っており、温暖な気候のためにアスファルトが溶けて、天井からたれていましたが全 体的にはきれいに再生されており、日本側ボランティアや職人たちとのコラボも問題はないと思いました。
　特に心配していた現地での建築に対する法 的な問題では、日本の様に木造建築に対する　厳しい条例は無いようで、台湾側の技師の話では構造的には、日本の耐震基準に準じておれば問題ないでしょうと のことであった。　これらのことから、移築される建物は大正時代の建築物であり、当然日本の現況法令では適合しないので構造的な面では安全策を講じること になります。藤川さんと協力しあって再生建物の伏図や軸組図を起こして、寺院建築や伝統建築物の再生に用いる限界耐力計算を行い、安全確認しました。　
　 現地では建設場所候補地を探るのに、邱さんや蔡さんに案内していただき当地に建ったときの様子を想い浮かべながら移動しました。
　台湾滞在中には 台北の総統府前広場で教育１００人団の受賞式イベントがあり、我々もイベント参加させていただき、徴求土地５００坪祖10年や徴求志工苦労群今年10月開 始の看板を上げて土地の提供者やボランティアの募集を行いました。
　当日は非常に大勢の方々がおられる中を当時の陳総統もイベント広場に出ており ＳＰに囲まれながらも身近に見られたのは感激でした。
　私たちのテントにもいろんな方が声をかけてくださり、非常に好意的に接していただけたので 楽しく参加することが出来ました。邱さんは当日の授賞者のお一人でもあり表彰されました。総統府の建物は日本統治時代のレンガ造の建物で非常によく手入れ され当時の技術を結集した建物であろうと思いますが、幸いにして当日は館内の見学が可能でしたので中に入れていただきました。
　非常に手入れさ れ、文化財としての価値を感じつつ大事に使ってくださっている台湾の方々に感謝の気持ちを感じながら見学をしました。建物の案内板にこの建物の由来から建 築様式、統治時代の総督府の初代から戦後の総統府の総統まで歴代の写真と昭和天皇の皇太子時代に訪れた写真まで展示されており、これを見て今回の移築計画 は必ずやうまくいくのではと確信が持てました。
　日本に帰る前日、今回移築された淡水の河口まで邱さんに案内していただき夕日のきれいな風景を見 せていただきました。台湾では邱さんをはじめいろんな方々が移築に向けて努力され、日本側では田中社長をはじめ大勢の方々が長い時間をかけて完成にこぎつ けたのは頭が下がります。　
　本当にご苦労さまでした。

水上蕗子様よりメッセージ

　1886（明治19）年生まれの祖父水上覚治が29歳で建てた民家が、95年の歳月を経て、たくさんのボランティアの尽力で海を渡 り、台湾淡水鎮に移築された。白土の壁と濃色の古材の対比が美しく再生され、「一滴水紀念館」として開館を待つばかりの佇まいを、写真で見る。切妻の破風 がふっくらと丸みを帯びるのは若狭の民家の特徴だし、下屋の四方がめくれるように少し上がっているのは、寺社建築に見られる屋根の形だ。お寺の大屋根のつ くる日陰を少しでも小さくして遍く民に陽がそそがれるよう、草木を陰らすことのないよう考えられた工夫だと聞いたことがある。祖父は宮大工だったので、日 暮れの早い山裾の民家の屋根に、お寺の手法を取り入れたのだろう。私は6歳からの5年間を祖父母の許に預けられた。入母屋、切妻という屋根の形を小学1年 で祖父から教わり覚えた。この宮大工の父親から9歳で禅寺へ修業に出された私の父は、お経を習った。それがどうした、というような話だけれども、私には何 だか不思議なことに思える。もっと不思議なのは、大地震からの復興活動や台湾の被災地支援の交流から起こった古民家移築の企てに、如何なる縁の計らいか祖 父と父の遺した有形無形の産物が結ばれたこと。恐らく歴史は縁の不可思議で編まれるのだろう。

　父は人から「普請魔」と呼ばれるほど幾棟 もの建物を建てたが、住まいには必ず囲炉裏のある広々とした部屋を設けた。木っ端に事欠かない大工の家の炉辺にはいつも火が燃え、湯が沸いている。誰彼無 しに火にあたりに来ては話がはずむ。そんな幼い日の生家の情景を再現するかのようだった。

　人はなぜか、火を囲んで車座になると心が安ら ぎ、互いの垣根が取り払われていっそう打ち解ける。原始からの団欒の姿だ。

　「一滴水紀念館」には囲炉裏が再生されている。国際炉辺談義 が賑わう記念館のさまを想像する。何だかとても楽しくなる。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　水上蕗子
窪島誠一郎様からメッセージ
 



　ありがとう

　このたび、父水上勉の父、つまり私に とって祖父にあたる水上覚治が建てた築九十年の古民家が、台湾の淡水鎮に移築されたという。わが国国有の文化風土をもつ若狭路の白壁づくりの民家が、遠い 台湾の平和公園の礎になるかと思えば胸がおどる。しかも、その計画が阪神大震災と台湾大地震の被災地交流をきっかけに生まれ、日台あわせて約五千人ものボ ランティアの方々の中で実現されたときいて、そんなことがあるのかと眼を丸くした。移築された古民家は「一滴水記念館」と名付けられ、父の著作のほか、神 戸在住で台湾ゆかりの作家陳舜臣さんの文庫も設けられているそうだ。縁者の一人としてこんなうれしいことはない、と頭を下げると同時に、実現まで何のお手 伝いも力添えもできなかったことが恥かしい。今はただ、この「記念館」がこれからの日台の文化交流、人間交流、当地における父水上勉の文学の顕彰に少しで も役立ってくれれば、とひそかに念じているしだいである。
　関係者のみなさん、ほんとうにありがとう。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　窪島誠一郎

島田誠様よりメッセージ
　絵 に関わる仕事をしていて、交流もあり、尊敬する信濃デッサン館館主、窪島誠一郎さんの父が、作家・水上勉さん、その父が水上覚治棟梁。その棟梁が大正４年 （１９１５年）に建てた民家を、神戸・長田に解体・移築すると聞いた。住民が主体となり、兵庫県香住町の古民家を移築し、御蔵地区の自治会館とした実績の ある、まち・コミュニケーションに福井県大飯町にある古民家提供の申し入れがあったという。
　私は、現地や家屋の写真を見せていただき、窪島さん へ取次ぎ、すぐに窪島さんから、興味を持っている、協力するという返事をいただいた。それにしても皆さんは粘りつよい。現地調査に入り、ボランティアを募 り、解体に取り掛かり、神戸への移築が用地の関係で難しいとなると即座に’９９年９月に地震被害を受け、交流のあった台湾へ移築することを決めた。その時 点で、私には作家の陳舜臣先生の著作を贈れないかとの打診があった。しかし、当時、陳先生の体調がすぐれないこともあって、その時になれば、私が先生の著 作を寄贈するつもりで、集め始めた。その間、土地探しに難航していることは聞いていたが、歩みののろい私を尻目に、多くのボランティアが参加し、淡水鎮平 和記念公園の一角に水上家、陳家の協力をえて、日台両国の交流のうちに移築が完成したという。
　震災から生まれた市民活動といっても、旧来型の社 会組織の一端に組み込まれて隙間補完機能に堕しているケースも散見するなかで、多くのボランティアを国境を越えて巻き込みながら、建物の記憶としての水上 勉文庫、日台の架け橋の記憶としての陳舜臣文庫を備えての古民家の保存を国際交流にまで発展させるとは、私の想像をはるかに超えている。その想像力こそが 文化であり、それ実現する行動力と、その財源をファイナンスするご苦労を含めて感動する。

最後に一言
　感動こそが社会をよくする 推進力。人種、階層、文化を超えて人が繋がり、体験を共有する。私もアートに関わり、感動という灯りを高く掲げる。
　
　　　　　　　　　 　島田　誠　（ギャラリー島田　アート・サポート・センター神戸）





　石川公弘様からメッセー ジを頂きました。
　ありがとうございます。

　言葉の要らない信頼関係

　先の大戦中、名機・ゼロ戦の後継戦闘機と して雷電が開発され、神奈川県高座郡にそれを製造する高座海軍工廠が設立された。熟練労働を必要とした海軍は、それを植民地・台湾に求め た。当時の台湾の少年たちは向学心に燃えていた。働きながら勉強すれば、旧制工業中学の卒業資格を与えるという条件に魅力 を感じ、厳しい選抜試験に合格した8千４百人が海を渡った。しかし、すでに戦局は厳しく、少年たちは基礎訓練を終えると全 国の航空機生産工場へ派遣された。その奮闘ぶりは称賛に値するものだったが、やがて敗戦、彼らは失意のうちに故郷・台湾へ帰った。 
　彼らとの交 流が再開されたのは、戦後も半世紀を経過しようとするころだった。交流を始めたとき、私はリーダーの一人に、日本に対する率直な感情を聞いてみた。その人 は「不満がないと言えばうそになるが、当時の日本人はみんな苦労した。4,500人もの若者は特攻となって死んでいった。それを思え ば、私たちの苦労など取るに足らない」。「しかし、せめて募集要項にあった中学校の卒業証書は欲しい」という。多くの人の努力で、完全な形ではなかった が、彼らの里帰り60周年を記念して、卒業式を挙行した。 
　神戸の田中さんと宮定さんに、横浜でお目にかかったのは、台湾少年工の里帰り60周 年の歓迎会を終わった時期だったと思う。阪神大震災や台湾地震の支援を通じて、日台 の支援者同士が交流を発展させていた。その中に日本の古民家を台湾へ移築する計画もあった。その長い間の努力が実を結び、台 湾の淡水鎮に日本の古民家移築が実現したという。大事業を遂行したその努力に、心からの敬意と感謝を表したい。支えた若い人たちのが んばりも、特筆すべきだ。ぜひ訪れてみたい。
　高座会の人たちと私たちの間には、血 と涙の厳しい戦時の体験がある。古民家移築の大事業を完成された人たちの間にも、地震という共通体験と共同作業がある。そこには「トラストミー」と言わな くても、信頼しあえる関係があるのだ。その永続を祈ってやまない。
鈴木有様よりメッセージ
 



　私の妻は台北の生 まれ。終戦で本土に引き上げたが、岳父は台北帝大（現台湾大学）予科の教師で、台日で活躍する人材を育てた。
　そんなご縁から、息子は大学で中国 語を専攻した。卒業前の一時期、父の教え子のお世話で、台中の東海大学に通学。台湾の若者たちが国の将来を熱く論じる想いに圧倒されたようだ。
　 １９９９年、集集大地震が起こった。研究者だった私の専攻は耐震工学と木構造学、当時は日本の古民家に関心があった。聞けば、現地には日治時代の日式家屋 がまだ残っているという。早速、息子に通訳を頼んで、被災調査に赴いた。激震地の南投や台中の中心市街地に、木の軸組と土壁からなる日式の建物が今もなお 少なからずあった。大半が大切に使われ、あの激しい揺れを凌ぎ、生き残っていることが分かった。日本の古民家と同じ構造の仕組みが、生き残る備えになって いた。
　ところで、その頃の私は、古民家を創ってきた木造伝統構法の語り部として、各地で講演する機会が増えていた。たまたま大阪で講演したと き、まち・コミのスタッフに出会い、要請を受けた。若狭の民家を台湾に移築するプロジェクトに力を貸してほしい、と。
　水上勉さんの父上が棟梁を 務められたという件の民家は、あの地方では普通の造りだと観た。台湾も日本同様、大地震への備えは欠かせない。現代のサイエンスを通して観ると、欠陥が無 いわけではない。台湾との縁浅からぬ私は喜んで、耐震性能を高める助言をさせてもらった。（もっとも、移築後の最終状況を知り得ていないので、若干の不安 を残してはいるが・・。）
　あれから曲折を経て、若者を含め、両国の大勢の人たちが志を同じくして尽力された。台北景勝の地に、日本の由緒ある古 民家が「新たな日式家屋」として建立されたことに、感慨一入である。

　歴史的な交流が深い台日。いまその両国を結ぶ古民家の移築はまこと に意義深い。私もいつの日か、その姿を目の当たりにしたい。

古民家の提供も申し下さった持ち主木村征宏さん

　このプロジェクトが国、世代、職業の違い超え たたくさんのボランティアの協力で、多くくの苦難を乗り越え、実現された事は大変な驚きです。私自身は２００４年の解体時に微力ながら協力させていただ き、酷暑の中キャンプ生活並みの厳しい環境条件にも耐えて活動する、台湾からのボランティア、まち・コミュニケ―ションの関係者、多くの建築学生の奮闘ぶ りに感心させられたことを今も覚えております。
　その後長年海外でボランティア活動に参加したため、この件とは没交渉となってしまいましたが、 ２００９年になって多くの情報がありまして、移築完了までに多くの困難があった事も判り、関係者のみな様の御努力に感謝してる次第です。

　 次にこの古民家で長年生活した義母の率直な感想を招介させて頂きたいと思います。
『私があの家に嫁いで約60年、その間冬には1m以上の雪が積 り、屋根から落ちる雪で埋もれた事もありました。それから後私の病気をきっかけに20年程空家になっていた家の事が頭から離れずどうしたものかと悩む毎日 でした。そんな時思いがけず古民家移築のお話を頂き、これなら御先祖様にも喜んで頂けるのではないかと思い、思い切ってお預け致しました。無事に台湾に移 築された家の写真を見せて頂き、あまりにも立派に生まれ変っているのに驚きました。多くのボランティアの方がたの御尽力に心から感謝致しております。
　 そして又再び台湾でお役に立てる事を嬉しく思います。　小原みつぎ』

最後の一語と
　日本の古民家台湾でよみがえる。「ひとりひと りはモザイクの様に小さくバラバラでも、結集すれば大きな物語を描く」

竹内千恵子様 からメッセージ




信念とつつしみ

「一滴水記念館」完成の朗報を耳にし、古 民家がどんどん壊され姿が消えてゆく中で、今回の移築保存は快挙ですね。喜びと同時に今日迄のボランティアグループの計り知れぬ苦難の道程に思いを馳せる 時ご関係の皆様方の信念の強さを知る事でございます。
　1995年阪神・淡路大震災その直後の延焼で当長田区御蔵地区は壊滅しました。その状況下 で町づくり協議会に全面的にご協力下さったのは、まち・コミュニケーションボランティアグループの皆さんでした。復興町づくり協議会の集大成は古民家移築 による集会所（自治会館）でありました。申すまでもなく全てボランティアに依り解体移築資金集め等ご尽力頂いた又日本家屋だからこそこの過程が可能なのだ と知りました。2000年台湾で地震がありボランティアと地区住民希望者が台湾を訪れ「何かお手伝いを」との思いでしたが直接作業はなく福亀村の学童に鶴 亀コウノトリ等々の折り紙をし心の交流を計りました。宿泊はもちろん仮設のコンテナで枕元を蟻が大行進日本では３月に蟻を見る事はありません。始めての台 湾であり驚きもあったが躍動感があり親近感を覚えました。数年後、作家水上勉氏ゆかりの古民家移築の計画を知り夢のまた夢の様に捕らえて居ましたが実現 化、解体中おおい町へ日台ボランティアの陣中見舞いに住民有志「そば焼隊」で馳せ参じた事もあり懐かしい。
　移転先が二転三転する中で異国の地で 堂々と風格のある佇まいを呈しました。ひと部屋ひと部屋の趣のある設え日本家屋文化の心髄いを伺い知る事が出来る、今日迄この偉業を遂行するに当たり中心 的に取り組まれた田中様邱明民様まち・コミ代表の宮定様ご関係の皆様、私達に夢と感動をありがとうございました。「為せば成る為さねば成らぬ何事も成らぬ は人の為さぬ為りけり」不言実行の諺をかみしめる事でございます。

　「一滴水記念館」は「温かい人の心を育む交流の場、発信の地」である 事、祈念致します。
関根美子さんよりメッセージ 　




　古民家移築の成功おめでとうございます。
　邱さんとの出逢いは、2001年1月に台湾で地震があり、長田 の田中社長（社長とは1995年1月に起きた阪神･淡路大震災でした）と一緒に福亀村にボランティアで参加したことがきっかけでした。
　それが縁 となって、ある時は淡水鎮長の蔡さんと東京の新大久保に来て下さり、長田でお逢いする事もたびたびでした。
　私が無茶なお願いをしてライブとシン ポジウムを仕掛けていただいいたりと、台湾へ行くたびに大変お世話をかけています。ありがとうございます。
　邱さんと長田の合同での台湾古民家移 築計画が進み、すばらしいものが出来上がったのを写真で見てとっても嬉しい気持ちで一杯です。早く実物をみたいです。
　2004年7月福井県の解 体に始まり、2009年12月という長い年月をかけての移築事業、大変だったことと推察します。
　移築に関わった台湾、日本のボランティア・専門 家の皆さま、本当にごくろうさまでした。ありがとうございます。
　きっと日本から移築された百年の木造の古民家がとっても喜んでいると思います。
　 私は実際には、現地へ行ってお手伝いが出来なかったのが、いま思い返してみると、とっても残念な気持ちです。
　台湾・淡水の皆さんの熱い思いにた だただ感謝です。
　チャンスを作って、見に行きたいです。

　地震はイヤですが、人との出逢い、繋がり、命の大切さを学ばせて
　 いただいたことに感謝です。邱さんありがとう。（おばちゃんより）

小森宰平様からメッセージ
 



　古民家に鯉のぼりを　　　　　　　　

　昨年（２００９ 年）のクリスマス、台湾･淡水市へ福井から移築された日本古民家に、懐かしい日本の歌､台湾の歌、そしてクリスマスソングが響いた。
私にとって台湾訪問は三度目だが､前二回は神戸の新聞社に勤務していたときでもう30年近くの昔。そのときは旅ページの取材が主な目的だった。しかし今回 は別。定年退職後なので観光を主体にしてのものだった。
　親交のある神戸在住の台湾人ソプラノ歌手･李浩麗さんに以前から「一度一緒に向こうへ 行って、浩麗さんお薦めのおいしいところを案内してよ」と言っていた。それが「行こうか」になり、僕が発起人になってツアーを立ち上げることが決まった。
どこを訪れ､何を食べ歩くか－いろいろ案が出てくる中で、日本古民家でクリスマスコンサートもしようということになった。そりゃいい－一も二もなく賛成。 同行者を募ったら20人も集まった。
12月23日から27日までの４泊５日。台北－高尾－台南－台北と食べて見て回り、３日目の午後に淡水へ。会場の古民家に着くともう大勢の学生たちが準備 で忙しそう。古民家はどっしりした構えで、何か懐かしい。家の中を見て回る。昔はこんな家があちこちにあったが、今はコンクリートのマンションばかり。い いなあと仲間がつぶやいている。
淡水市の副市長さんもこられて李浩麗さんのコンサートが盛り上がった後、ツアー発起人として僕があいさつすることになり「この古民家には鯉のぼりが似合 う｡是非揚げてほしい」と言ったら受けた。だから帰国後、鯉のぼり探しに着手。体長４㍍の木綿製のセット、矢車も手に入れた。
さあこれをいつ揚げに行くか。今考えるのはそればかり。“まち・コミ”宮定さんにも「次はいつ？いつ！」と迫っている。

　　　　　　　　 　　　　ＮＰＯ法人フレンズ･オブ･ミクロネシア理事長　小森宰平

中川清司様からメッセージ
 



「台日交流古民家移築事業」の完成に寄せて

　縁というも のは不思議だな～とつくづく思います。
　そもそもまち・コミと私たちとの出会いからそうでした。当時神戸市の中でも西部に位置するわが街灘区琵琶 町と反対側に位置する長田区御蔵通は、同じ震災での大きな被害を受けたということでは一緒でしたが、それまでは何一つ交流関係はありませんでした。それが 小野幸一郎さんとひょんなことから知り合い、田中社長にご縁をいただき、琵琶町にとってとても大切な繋がりへと進んでいったのでした。おかげで私たち琵琶 町は目に見えない勇気（お力）をいただき、復興へと住民がひとつになり頑張って来られたと言っても過言ではないと思います。逆に言えば、彼らとの出会いが なかったら、私たち夫婦もここまでやれたか、復興土地区画整理事業も神戸市で2番目という速さで進捗・終了することができたか、住民がまとまることができ たか、被災した住民の生の声を集めてまとめた文集「あの刻(とき)を忘れない」を二巻も発行できたか、今では琵琶町恒例の三大事業である夏まつり・年末餅 つき大会・住民の1.17慰霊行事は継続して行われていただろうか。
　このことは生きている限り将来にわたって語り繋いでいかなくてはいけないと 思っています。
　またそのまち・コミが事業の一環として携わっておられる古民家移築事業ですが、今回は小説家である水上勉の父親が棟梁として建て た民家を台湾に移築されたとのこと。多くのボランティアが携わったということで、その分思いもひとしおのことと察しますが、私は水上勉縁りの一滴文庫にご 縁を感じているのです。
私は本というものにはそれまであまり関心がなく、小学6年のとき岩窟王という題名の小説を何度も読んだくらいしか読書をし たという記憶がありませんでした。もちろん学生時代は本来であればもっともっと多くの書物に出会うべきでしたが、それも？？という有り様でした。ところが 社会人になってふとしたことから水上勉の本に出会ったのです。小説の持つなんとも言えない魅力に取り付かれ、以来一人の作家が好きになるとその人の作品ば かりを読むようになりました。水上勉という小説家との出会いがなかったらこのようなこともなかったかと思うとやはりご縁なのかと思ってしまいます。彼の小 説には日本の女性が持つ独特の機微や、貧しく暗い声なき声を聞いているような叫びというものが私の心のひだに残ったしだいで、読んでいると私の母なり近所 のおばさんなり知っている女性は皆同じようなものを持っているなということが重なって、ついつい引き込まれていってしまったのを今でもはっきりと思い出し ます。
　縁という言葉は仏教用語ですから釈尊が説かなかったらなかったことです。水上勉も仏教に深く造詣されていました。いや～ただの偶然の積み 重ねだよ～という人もいるでしょう。あなたはどう思いますか・・？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琵琶町　中川清司
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